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六
月
二
十
七
日
、
西
北
五
伝
統
行
事
の
 
「奥

津
軽
虫
と
火
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
日

の
た
め
に
各
地
域
で
制
作
さ
れ
た
虫
の
山
車
十

一
台
や
荒
馬
踊
り
が
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
中

心
商
店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
火
ま
つ
り
で
は
、
そ
ろ
い
の
白
装
東

に
身
を
包
ん
だ
若
者
た
ち
が
松
明
や
御
輿
を
運

行
し
、
岩
木
川
河
川
敷
で
巨
大
な
二
匹

の
 

花
菖
蒲
増
増
ら
考ま
つ
り
 

七
月
一
百
か
ら
四
日
ま
で
e
「
百

間
、
菊
ケ
丘
運
動
公
園
で
ご
し
ょ
が
 

虫
の
昇
天
儀
式
が
行
わ
れ
二
千
四
百
 

発
の
花
火
が
打
ち
上
が
る
と
、
 

初
夏

の
ま
つ
り
を

楽
し
も
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会
場
は
、
六
十
九
品
種
、
約
二
万

株
の
花
菖
蒲
が
見
事
に
咲
き
誇
り
訪

れ
た
人
は
白
や
紫
の
花
に
う
っ
と
り

し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
園
内
で
は
花
菖
蒲
を
写
生

し
て
い
る
子
ど
も
達
も
見
受
け
ら
れ
、
 

一
生
懸
命に
真
っ
白
な
画
用
紙
に
色

鉛
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
 

う
と
・
つ
め
か
けた
観
客
 

目
に
な
り
ま
し
た
。
 

か
ら
大
き
な
拍
手
 

が
上

が
っ
 
て
 

い
ま
し
た
。
 

わ
ら
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
が
開
 

催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
や
親
子
連
れ
 

が
見
ご
ろ
を
迎
え
た
花
を
熱
心
に
観
 

賞
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
ま
つ
り
は
、公
園
付
近
の
町

内
会
で
作
る
富
士
見
住
民
協
議
会
が

中
心
と
な
り
行
わ
れ
、今
年
で
七
年
 

奥
激
軽
虫
と
火
ま
 



箭
」
回五
所
肝原
地
瑚
剖
毎
議
割
町
色
 

合
併
目
標
期
日
を
来
年
3

月
2
8日
に
 

本
市
と
金
木
町
、
市
浦
村
の
三
市
町
 
に

つ
い
て
検
討
す
る
第
二
小
委
員
会
も

村
で
組
織
す
る
五
所
川
原
地
域
合
併
協
 
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

議
会
（
会
長
・
成
田
市長
）
が七
月
八
日
、
 

次
の
会
議
は
七
月
二
十
二
日
に
金
木

中
央
公
民
館
で
初
め
て
の
会
議
を
開
き
 
町

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
 一
 

ま
し
た
。
 

般
の
方
の
傍
聴
も
で
き
ま
す
。
 

会
議
で
は
成
田
会
長
が
委
員
二
十
一
一

人
に
委
嘱
状
を
交
付
し
、
協
議
会
規
約

な
ど
を
確
認
後
、
合
併
の
方
式
を
三
市

町
村
で
新
た
な
市
を
設
置
す
る
新
設
方

式
と
し
、
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

回
を
合
併
目
標
期
日
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
電
算
は
五
所
川
原
市
の
シ
ス
テ
ム

を
基
本
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
が確
認
さ

れ
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
新
市
の
名
称
や
事
務
所
の
位

置
、
議
会
議
員
の
任
期
な
ど
を
協
議
す
 

る
第
一
小
委
員
会
、
新
市
の
建
設
計
画
 ど

う
も
あ
り
が
と
う
 

一」
ざ
いま
し
た
 

⑥
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

十
円
。
 

〇
株
式
会
社
ミ
ワ
電
工
（
島谷
昭

一
代
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

表
取
締
役
）
H
十
万
円
（チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
 
〇
青
森
県

板
金
工
業
組
合
青
年
部
会
西

ゴ
ル
フ
大
会
益
金
）
。
 

北
五
支
部
（
山田
真
一
支
部
長
）
廿寄

〇
津
軽
野
歌
謡
ク
ラ
ブ
（
佐
藤
武
彦会
 
贈
（
松
島

団
地
児
童
公
園
ト
イ
レ
屋
 

長
）H
五
万
円
（チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
 

根
の
葺
き
替
え
）
。
 

シ
ョ
ー
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（小

〇
生
活
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
萌
木
（
佐藤
 
野
勝
章
会

長
）H
図
書
券
五
万
円
（
図

裕
美
子
代
表
）
H

五
万
四
千
四
百
九
 
書
館
の
図

書
購
入
費
）
。
 

七
月
四
日
、
第
9

回
「
み
ん
な
集
れ

ー
 

消
防
広
場
」
が
青
森
銀
行
ェ
ル
ム
の
街
支

店
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
親
子
連
れ
が
楽

し
く
学
び
な
が
ら
、
防
災
意
識
を
高
め
ま

し
た
。
 

会
場
に
は
、
救
急
車
内
部
の
見
学
、
心

肺
蘇
生
法
な
ど
の
救
急
法
の
学
習
、
は
し

ご
車
搭
乗
、
煙
・
放
水
体
験
、
過
去
の
 

大
地
震
の
揺
れ
を
再
現
す
る
 

起
振
車
な
ど
の
体
験
コ

ー
 

ナ
ー
が
た
く
さ
ん
 

設
け
ら

れ
て
い
 

が
、
元
気
に
歓
 

て
、
消
防
士
や
 

に
な
り
き
っ
た

ち
び
っ
こ
た
ち
 

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
 

声
を
あ
げ
て
い
ま
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、
 

プ
 

立
侵
武
多
清
掃
 

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
 

図
書
館
で
「
化
石
」
に
ノ

さ
わ
っ
て
み
よ
う
ノ

・
 

図
書
館
 
皿
（3
4)
4
3
34
 

「化
石
」
を
テ
ー
マ
に
 「夏
ゃ
す
み

こ
ど
も
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

当
日
は
化
石
の
標
本
や
本
も用
意
し

ま
す
。
 ま
た
人
形
芝
居
サ
ー
ク
ル
 
「お

た
ま
じ
ゃ
く
し
」
 
に
よ
る
 
「
ご

み
」
 
の

リ
サ
イ
ク
ル
や
楽
し
い
 
「昔
話
」
 
の
人

形
芝
居
も
あ
り
ま
す
。
 

●

7
月
3
0日
囲
 
1
0時
よ
り
 

図
書
館
2
F
閲
覧
室
 

ぼ
る
に
れ
団
地
宅
地
分
譲
募
集
 

建
築
住
宅
課
 
内
線
3
3
0
 

県
住
宅供
給
公社
住
宅
部住
宅
企
画
課
 

阻
叩
（m
)
1
6
27
 

ま
つ
り
が
始
ま
る
前
に
、街
を
き
れ

い
に
し
ま
せ
ん
か
。親
子
・
個
人
・
学

校
・
企
業
・
団
体
・
施
設
等
、ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
込
不
要
。
 

●

8
月
4
日
困
6
時
3
0分

、
7
時
3
0分

集
合
場
所
・
・
市
社
会
福
祉
協
議
会
 

（
軍
手や
帽
子
等
を
持
参
く
だ
さ
い
）
 

◇
清
掃
場
所
…
運
行
コ
ー
ス
歩
道
等

※
駐
車
場
あ
り
。
雨
天
決
行
。
 

い
相
馴

」
か
らの
お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
営
業
所
お
客
さ
ま
 

セ
ン
タ

ー

皿
（3
5)
21
5
ー
 

4
!
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分譲区画数 91 

土地面積 
221 rr?(66.8坪) 

'--'4O1 rr?(121.4tV) 

土地価格 759万円～t378万円 

受付期間 
平成17年 3月31日まで 
8 時30分へ司7時（土、日、祝日除く） 

決定方法 先着順 

受付場所 
市建築住宅課または県住宅
供給公社住宅部住宅企画課 

，
●
m
 ，

 ジ
！

,
 

7
月
釘

知
ら
絢
 

児
童
手
当
が
拡
大
さ
れ
ま
す
 

市
民
課
内
線

2
2
0
・2
2
ー
 

平
成
1
6年
4
月
1
日
か
ら
、
児
童
手

当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
支
給
対

象
年
齢
が
、
現
在
の
 
「義
務
教
育
就
学

前
ま
で
」
か
ら
「
小
学
校
3
学
年
終
了

前
ま
で
」
 
に拡
大
さ
れ
ま
す
。
新
た
に

児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
児
童
の

保
護
者
の
方
は
、
市
役
所
の
市
民
課
 

（
公
務
員
の方
は
勤
務
先
）
で認
定
請
求

当
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
法
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
等
は
、
 

法
施
行
日
よ
り
、
9
月
3
0日
ま
で
受
け

付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例
的
に
4
月
 

1
日
（ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た

日
）
にさ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

小
学
校
1
年
生
児
童
の
保
護
者
の
方
 

(
H
9・4

・2
5
H
叩

4
i
生
ま
れ）
 

平
成
1
6年
3
月
ま
で
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
た
方
は
、
（
現
況届
を
提
出
 
 す

る
）
特
段の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
、
受
給
し
て
い
な
い
方
で
、
 

受
給
資
格
が
あ
る
場
合
は
、
認
定
請
求

等
が
必
要
で
す
。
 

小
学
校
2
・3
年
生
児
童
の
保
護
者
の

方
（H
7
・4
・2
5
H
9
・4
i
生
ま
れ）
 

①
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
 

い
方
…
認
定
請求
が
必
要
で
す
。
 

②
現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
 

（
就
学
前
児童
の
い
る
）
方…
額
改
定

請
求
が
必
要
で
す
。
 

《
い
ず
れも
市
民
課
①
番
の
窓
ロ
に
て

受
け
付
け
し
ま
す
》
 

囲
所
得
が
一
定
額
以上
の
場
合
、
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 

（高
齢
受
給
者
証
の
 

郵
送
更
新
に
つ
い
て
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
7
 

生
年
月
日
が
昭
和
7
年
1
0月
1
日
か

ら
昭
和
9
年
7
月
1
日
ま
で
の
国
保
加

入
者
（
た
だ
し
、老
人
保
健
加
入
者
は

除
く
）
に
配
布
さ
れ
て
い
る
高
齢
受
給

者
証
に
つ
い
て
は
、
有
効
期
限
が
7
月
 

3
1日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
8
月
1
日
か
ら
使
え
る

新
し
い
高
齢
受
給者
証
は
7
月
下
旬
に

郵
送
で
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
8
月
以

降
に
保
険
医
療
機
関
等
に
か
か
る
際
は
、
 

そ
ち
ら
を
使
用
く
だ
さ
る
ょ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

市
制
施
行

5
0周
年
記
念
 

文
化
講
演
会
 

生
涯
学
習
課
内
線
町

・
瑚
 

●

8
月
2
日
回
 
1
4時
 
入
場
無
料
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
小
ホ
ー
ル
 

◇
演
題
・
講
師
 

・

「生
き
る
・
極
限
で
私
を
支
え
た
も

の
」
小
野
田
寛
郎
◇
元
陸軍
少
尉
）
 

戦
後
3
0年
間
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
バ

ン
グ
島
で
終
戦
を
知
ら
ぬ
ま
ま
、
戦

い
続
け
生
き
抜
い
て
き
た
強
靭
な
精

神
の
持
ち
主
。
現
在
、
助
小
野
田
自

然
塾
長
と
し
て
青
少
年
た
ち
の
育
成

に
力
を
注
い
で
い
る
。
 

・

「最
近
の
国
際
情
勢
と
情
報
の
あ
り

方
」
原
充
男
（
岡
小
野
田自
然
塾
評

議
員
）
 

◇
主
催
…
五
所
川
原
市
・
市
教
育
委
員
 

Aで
市
職
員
互
助
会
 

、京
都
大
学
交
響
楽
団
 
プ
 

演
奏

会
 

生
涯
学
習
課
内

線
5
5
7
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
京
都
大
学
生

百
名
余
り
の
参
加
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
演
奏
会
を
開
催
。響
き
と
醍
醐
味
を

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
演
目
は
 

「運
命
」
「白
鳥
の
湖
」
「カ
ル
メ
ン
」
他
。
 

●

8
月
1
7日
困
 
1
4時
5
1
5時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
入
場
料
…
無
料
 

8
月
2
日
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開

設
。
電
気
の
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

が
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
変
わ
り
ま
す
。
 

①
お
引
越
し
・
ア
ン
ペ
ア
変
更
 

準
1
7
5
2
6
6
（
祝
日
除く
）
 

月
5
金
曜
日
 
9
時
5
2
0時
 

土
曜
日
 
9
時

、
1
7時
 

②
停
電
時
の
お
問
合
せ
 

0
 

1
21
17
5
3
6
6
 

0
 

（
平
日
・
休
日問
わ
ず
2
4時
間
）
 

③
そ
の
他
の
お
問
合
せ
（電
気
料
金
等
）
 

準

1
7
5
4
6
6
（
祝
日
除く
）
 

月
、
金
曜
日
 
9
時
5
2
0時
 

土
曜
日
 
9
時
5
1
7時
 

団
地
名
…
は
る
に
れ
住
宅
団
地
 

現
地
相
談
会
…7
月
2
5日
回
1
05
1
6時
 



、
、

ー
 

単
衣
の
会
（
ゆか
た
ざ
り
い）
 

を
開
催
し
ま
す
 

彩
扇
会
（
藤
間
流
）
 

阻
（3
5)
6
4
3
8
 
長
内
 

ゆ
か
た
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
彩

扇
会
の
会
員
が
お
揃
い
の
ゆ
か
た
で
古

典
・
新
舞
踊
を
踊
り
ま
す
。
皆
さ
ま
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
出
で
く
だ
さ
い
。
 

●

7
月
1
8日
⑧
 
1
3時
、
 

中
央
公
民
館
（
事
前
申
込
不
要
）
 

◇
会
場
…
北
五
建
設
会
館
 

◇
受
講
定
員
…
各
講
6
0名
 

◇
申
込
締
切
…
受
講
開
始
日
の
7
旦
興
 

ま
た
は
定
員
に
達
し
次
第
 

※
受
講
資
格
、
受
講
料
等
詳
し
く
は
北
 

五
建
設
会
館
ま
で
。
 

社
西
北
労
働
基
準
協
会

阻
（3
5)
6
3
3
6
 

⑥
ガ
ス
溶
接
…
可
熱
性
ガ
ス
及
び
酸
素

を
用
い
て
行
う
金
属
の
溶
接
等
 

●

8
月
9
日
回
5
1
0日
因
 
9
5
1
7時

◇
締
切
…
8
月
2
日
回
 
定
員
8
0名
 

臓
思
り
m
ソ
 

5
t

《
I
l
 

に
 

ぐ
‘
ー
 
‘
 
【
 

、
 ノ

ー
 
⑥
玉
掛
…
つ
り
上
げ
荷
重
1
ブ
以
上
の

玉
掛
業
務
 

●

8
月
1
7日
因
5
1
9日
困
 
9
5
1
7時
 

◇
締
切
…
8
月
1
0日
因
 
定
員
6
0名

気
功
を
用
い
た
医
療
体
術
と
太
極
拳
 

⑥
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
…
っ
り

で
自
律
神
経
の
復
調
を
促
し
、
脳
の
活
 

上
げ
荷
重
1
ブ
以
上
5
ブ
未
満

性
化
、
骨
、
筋
肉
を
整
え
ま
せ
ん
か
？
 
●

8
月
2
4日
因
5
2
6日
困
 
9
5
1
7時
 

・

会
場
①
働
く
婦
人
の
家
 

◇
締
切
…
8
月
1
7日
因
 
定
員
6
0名

木
曜
日

1
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3
0分
、
2
0時
 

⑨
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
運
転
…
最
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荷
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金
曜
日
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3時
3
0分

、
1
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1
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以
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会
場
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
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●
8
月
3
0日
回
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9
月
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日
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9
、
1
7
 

気
功
・
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極
拳
 

金
曜
日
 1
0時
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1
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⑥
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枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
 

者
 

7
月
2
9日
困

、
3
0日
圏
 
9
時
5
 

⑥
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
 

イ

8
月
5
日
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、
6
日
圏
 
9
時
5
 

時
（
大
特
免
許
所
有
者
は
2
日
間
の
み
）
 

◇
締
切
…
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月
2
4日
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定
員
6
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※
受
講
資
格
、
会
場
、
受
講
料
等
詳
し
 

く
は
岡
西
北
労
働
基
準
協
会
ま
で
。
 

出
稼
労
働
者
は
、
各
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習

（
ガス
溶
接

を
除
く
）
2
0名
ま
で
無
料
で
受
講
で
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ま
す
。
詳
し
く
は
五
所
川
原
公
共
職
業

安
定
所
窓
ロ
①
ま
で
。
皿
関
3
1
7
1
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サ
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ル
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五所」~原消防署管内 6月の火災、救急、救助出動件数（単位【件） 

統ー標語 

その油断 火から炎へ 災いへ 

問い合わせ 】五所川原地区消防事務組合消防本部丑35-2019（内 23番） 

区分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成16年 2 19 111 692 3 13 
平成15年 1 13 109 710 1 13 
比 	較 1 6 2 A 18 2 0 

火災・救急I君動概況 
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が
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ョ
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最
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。
会
場
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で
は
、
屋
台
・
縁
日
横
丁
ほ
か
各
種
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ベ
ン
ト
を
同
時
開
催
。
入
場
無
料
。
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8
月
7
日
出
5
8
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審
査
会
…
8
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1
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よ
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併
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市
運
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催
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台
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縁
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ョ
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狙
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8
月
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日
因
は
展
望
ラ
ウ
ン
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検
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への
ご
予
約
が
大
変
多
く
、
事
故

及
び
混
乱
を
防
ぐ
た
め
申
し
込
み
を
次

の
と
お
り
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限
し
、
応
募
者
多
数
の
場

合
に
は
抽
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と
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せ
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だ
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な
お
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約
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郵
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限
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ま
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。
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◇
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◇
抽
選
日

…
7
月
2
5日
回
午
前
 

※
当
選
者
に
は
電
話
ま
た
は
臓
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
雨
天
の
場

合
は
払
い
戻
し
し
ま
す
。
 

り
ん
ご
適
正
着
果
量
確
保

推
進
運
動
展
開
中
ク
 

北
地
方
り
ん
ご適
正
着
果
量
確
保
推
進

運
動
指
導
チ
ー
ム
（北
地
方
農
林
水
産

事
務
所
）
嬰
紗

2
1
1
1
 

県
産
り
ん
ご
の
評
価
向
上
（適
正
な

価
格
の
維
持
・
向
上
）
の
た
め
に
は
、
 

「売
れ
る
り
ん
ご
づ
く
り
」
 
に
向
けた

生
産
者
の
意
識
改
革
を

一
層
進
め
な
が

ら
消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
高
品
質
り

ん
ご
の
安
定
生
産
の
定着
が
重
要
で
す
。
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仕
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収
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収
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。
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平成16年度 

五所川原市職員採用試験について 
人事課 内線411 

職員採用試験については、例年 7月15日号の広報に

掲載していましたが、採用試験実施の有無を含めて現

在検討中であり、 8月 1日号の広報（及びホームペー 

ジ）に掲載予定です。 

また、平成16年度五所川原消防署の職員採用試験に

ついても同様です。 

警察官B．麟i哉採用 
～君に託す青い森の治安～ 

五所川原警察署総務課 TEL 35-2141 

青森県人事委員会及び青森県警察本部では、警察官 

B、警察事務職の採用試験を行います。 

~ ◇受付期間 	8 月 9 日（月）~9月 3 日団 

◇第一次試験… 9月26日（日） 

青森市（県立青森戸山高等学校） 

弘前市（県立弘前高等学校） 

八戸市（県立八戸工業高等学校） 

◇採用予定人員 	警察官B 男性 28人程度 

女性 2人程度 

警察事務職 12人程度 

◇受験資格 

警察官B一・・昭和50年 4 月 2 日から昭和62年 4 月 1日 

までに生まれた方。ただし、大学卒業者及び卒業 

見込み者を除く 

警察事務職・・・昭和58年 4 月 2 日から昭和62年 4月1 

日までに生まれた方。 

サマーフェスティ/Vし in浅虫水族館 
TEL 017(752)3377 http://www.asamushi-aqua.com/ 

浅虫水族館のサマーフェスティバルは楽しいイベン

トがたくさん。夏休みの想い出に皆さんご来場を。 

●7月17日田～ 8月22日（日） 

開館時間 9時～18時 

◇内容…イルカショ12004年バージョン公開、青森県の

希少生物展、水族館裏方見学会（月・金曜日、ただし 

8月16日を除く）、スルメイカの群泳（ 7月24日～）、 

青い森の野生動物たちとパンダ展(8月1日～）など 

夏の地域安全活動推厨面簡 

◇運動期間 	8 月 1日回～10日因 

◇活動の重点事項 

1．乗り物盗、侵入強・窃盗の防止 

「駐輪・駐車場等の昼間・夜間のパトロール強 

化」 

2．声かけ対策の推進 

「子供や女性を狙った性犯罪を防止するため携 

帯用防犯ブザーの活用と登・下校時におけるパ 

トロールの強化」 

3．少年の非行防止活動 

「少年が集る場所等を重点的にパトロールし、 

非行事案の未然防止を推進する」 

み左石’でフくろブ 綜を10街 

～少年に関しての悩みや相談はヤンクテレホンへ～ 

TEL 33-7676 五所川原警察署 

ロール強 

, 鳳” JZ16年度自「衛官募集 
自衛隊青森地方連絡部五所川原募集事務所 TEL 35-2305 

防衛庁・自衛隊の隊員は、我が国の平和と安全を保つため日

夜活躍しています。 

あなたも、特別国家公務員である自衛隊員として活躍してみ

ませんか。 

◇申込受付期間 	8月 2 日（月）~9月8日困 

募集項目 受 	験 	資 	格 試 	験 	日 

ー般曹候補学生 
平成17年4月1日現在、18歳以上24歳未満の男女（昭和56 

年4月2日から昭和62年4月1日までの間に生まれた方） 

1次】9月18日出午後 

2次： 1次合格者にっいて行う 

曹 候 補 士 
平成17年4月1日現在、18歳以上27歳未満の男女（昭和53 

年4月2日から昭和62年4月1日までの間に生まれた方） 

1次】9月18日出午前 
2次】1次合格者にっいて行う 

航 空 学 生 
平成17年4月1日現在、高等学校卒業者（見込みの者を含

む）、 18歳以上21歳未満の男女（昭和59年4月2日から昭和 

62年4月1日までの間に生まれた方） 

1次：9月23日困午前 
2 次： 1次合格者にっいて行う 

3次】2次合格者（航空要員のみ） 

2 等
陸・海士 

男子 
平成17年4月1日現在、18歳以上27歳未満の男女 

男子】9月28日因、29日困 

女子 女子】9月26日（日） 

五所川原市役所 容35- 2111 平成16年 7月15日 6 



年 I 回は 
結核健診を受けましよう 

健康福祉課 内線236 

〈対 象〉・・・16歳以上の市民 

〈実施方法〉・・・胸部レントゲン撮影です。 希望

される方は、 直接下記の実施場所にお越し

ください。 

〈料 金〉 …無料 

※注意・・・ただし、 市民総合健診で肺がん検診を

すでに受診した方、これから受診予定の方は、 

受けることができません。 

検診日 実 施 場 所 実施時間 

m
加

(
*
)
 

 

藻川コミュニテイ消防センタ―前 9:30-- 9:45 

コミュニテイセンター中川前 9:55--lO: 10 

桜田集会所前 10: 15-1O:30 

コミュニテイセンタ一飯詰前 10:40-10:55 

尻無集会所前 11 :05--il :10 

中央公民館前 11:25--li :40 

働く婦人の家・保健センタ― 13:00-13:15 

29日

困 

小曲農村婦人の家前 9:30- 	9:40 

富士見コミュ二テイセンター前 ま50--10:10 

松島会館 10: 15-- 10: 30 

I)L の街ショッビングセンター専門店入ロ外 io:4o~ii :40 

30日

囲 

庁舎北棟前駐車場 9:00- 9:45 

しきしまコミュニテイセン夕―前 9:55-iO: 10 

森の家前 10: 15---10:30 

新宮集会所前 10:35-i0:50 

老人福祉センター前 11:00--li :40 

クマの被害にあわないために 
ツキノワグマは、 本県に生息する最大の陸上動物で本来は 

おとなしく、 山の中で主に木の実や山菜などを食べ、 人間を 

避けるように暮らしています。 しかし、 突然人と出あったり、 

親子連れの場合には、 驚いたり、 小グマを守るため攻撃して 

くることがあります。 こうした、 被害を防止するためには、 

なによりもクマに出会わないことです。 そのため次のことに 

注意しましょう。 

①山に入る前には新聞テレビなどでクマの出没情報に気を付 

け、 危険な場所に近づかない。 

②山にはなるべく一人で入らない。 また、 鈴を着けたり、 笛 

を鳴らすなどしてクマにこちらの存在を知らせる。 

③早朝やタ方、 霧の深い日には山に入らないようにする。 

④水流の激しい沢や風雨の強い日は、クマも人も物音が聞えず 

ばったり会う可能性が高くなるので、十分に注意しましょう。 

⑤山菜はクマにとって重要な食料。すぐそばで熊も夢中になっ 

て食べていることがあるので充分注意しましょう。 

⑥残飯やジュースの飲み残しは、クマにとっておいしいごち 

そうです。クマの出没する地域では生ゴミを野外に放置せ A, 
ず、きちんと処理するようにしましょう。 

メ「地域連携室」へお気軽 I麟言建と了 
西北中央病院の地域連携室では、 患者様・ご家族の方が安

心して退院できるよう、 退院後の介護の問題や施設入所なと、 

について看護師が専門に相談を受け、病院と地域の間の連携・

調整が円滑にいくよう橋渡しの役割を果たしています。 外来

通院中の方も利用できます。 

◇場所 	西北中央病院 3F 地域連携室 

（売店前のェレべーターを3Fで降りると右側に 「地域連 

携室・訪問介護センター」 の標示あり） 

◇ご利用方法等 

・直接ご来訪できる方…月～金曜日 13時～16時30分 

・電話で相談したい方・・・月～金曜日 8 時30分～16時30分
土曜日 8 時30分～12時 

・電話番号 070-5124-332 1 または 070一5124-6664 

噂
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~  、 
宇乳り乳製品を

使った料理 

五所川原市食生活改善推進員会

血力ルシウムたっぷりの 

いかシコウ、マイ 

\ 

「玉ねぎ 	 1個 

し片栗粉 	大さじ 4 
片栗粉 	大さじ 4 
サラダ菜 	6 村 

プチトマト 	12恨 
× 

「玉ねぎ 	1個 

「スキムミルク 	40 g 
」日本酒 	大さじ 1 
A「 
~生妾汁 	大さじ1/2 
、こま油 	大さじ1/2 

〈酢じょう油〉 

1 ょうj由 

練り辛子 	 適宜ノ 

■材料（6人分） 

「いか 	中1/2はい 

~豚挽き肉 	・・ 300g 
、塩 

ー
 ー
 
に
●
一
 

病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談に応じ

ます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開催場所 開催月日 開催時間 

小曲農村婦人の家 7月22日困 10 	: 00'-12 :00 

中泉公民館 7月23日岡 12 : 00-13 : 00 

高野文化センタ― 7月27日因 10 : 00-12 : 00 

富士見コミュニテイセンタ― 7月29日困 10 : 30--12 :00 

コミュニテイセンタ一中川 8月 2 日旧） 10: 30-12 : 00 

すくすく 	） 
◆場 所…働く婦人の家・保健センター 

◆受付時間…12時15分から12時30分 

◆持参するもの…母子健康手帳、 バスタオル 

◆主な内容…小児科診察、歯科診察（1歳 6 カ月児・ 3 歳児）、 

身体計測、発達相談、離乳食試食（ 4 カ月児）等 

対 象 児 期 日 

4 カ月児健診 
平成16年 3月生まれ 8月 3 日（刃 

平成16年 4 月生まれ 8月31日（刃 

1歳 6 カ月児健診 平成15年 2月生まれ 8月17日（刃 

3 歳 児 健 診 平成13年 4 月生まれ 8 月19日困 

※お願い 健診に来られなかった方は、 健康推進係までご
連絡ください。 病気療養中のお子さんは、 翌月の健診を受
けることができます。 健診当日は、 駐車場が混雑しますの
で、市役所駐車場もご利用ください。 

（  母と子の相談日 う 
’この相談日を、 お子さん、 お母さん達の交流の場にもご 

利用できますので、気軽においでください。 

◆場 所・・・働く婦人の家・保健センター 

◆持参するもの 	母子健康手帳 

開設 日 時 間 内 	容 

8 月 4 日困 ・各月齢での成長、発達、 

8 月18日困 10:00~ 12:00 育児、遊び、栄養（離 
18日の午後は電話予 13:00'-15:00 乳食等）相談 
約となっています。 ・子育て等の情報交換 

（ 献血のご案内 

期 日 時 間 場 	所 

成分献血 

7月22日困 
9:30.-14:30 

働く婦人の家・保健センタ 
※ご協力できる方は、 7月14 

日困までに健康推進係ノ＼ご 
連絡ください。 

バス巡回 

7月29日困 
10:00---15:30 東芝メデイア機器株式会社 

1人分 233kca2／力ルシウム97mg／塩分13g 
、、、 

■作り方 

①いかは皮をとって、胴と足、耳を包丁で細かくミ 

ンチする。 

②いかと豚挽き肉をポウルに入れて塩を加え、粘り 

が出るまで良く混ぜる。 

③玉ねぎをみじん切りにして片栗粉をまぶす。 

④②に③とAを入れて混ぜ合わせ、 18等分にしてラ 

グビーポール状に丸め、片栗粉をまぶす。 

⑤蒸し器にクッキングシートをしき、④を並べ、12 

~ 13分蒸す。 

⑥器にサラダ菜をしき、⑤をのせてプチトマトを添 

え、酢じょう油・辛子をつけていただく。 

～県民の力ルシウム充足率は71%（県民健康調査より） 

毎日の食卓にもっと力ルシウムを増やしましょう～ 

牛乳に含まれる力ルシウムは体に吸収されやすく、 

しかも200 ml中に2 00mgも含まれています。 

脂肪が気になる方には、脂肪分だけを取り除いて作っ 

たスキムミルクをお勧めします。ミルクの風味がお料 

ぜの味をまろやかにし、とてもおいしくなります。ノ 

（ことばの相談日（予約制）  

お子さんのことばがでない、 遅い、つながらない、 はっ

きりしない等、心配されている方は、お気軽にご相談くだ 

さし 

◇ 8月19日困 10時～12時 （予約1名） 

働く婦人の家・健康センター 託児室 

◇相談担当者 	言語専門員 福多郁氏 

◇申込期限 	8月 6 日圏 

'0 

五所川原市役所 容35-21 11 平成16年 7 月15日 8 


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008

